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旭川市総合計画市民検討会議 
     第２分科会（教育・文化）の 
         第４回会議が行われました！！ 

 この第２分科会では，平成２８年度以降の新たな総合計画の策定に向けた
提言を行うため，これからの旭川市の「教育・文化」について検討を行って
います。 
 最終回となる第４回分科会では，付箋紙を使って，旭川市の教育とスポー
ツ・文化について，今後の方向性や優先度などについて検討を行いました。 
 以下，その内容について紹介します。 

座長から 
・これまでの経過を踏まえ，誰がいつ，どの  
 ようにやるか，自分たちでできることは何 
 か，基本的には市民・PTA・地域などで 
 主体となって行い，難しいことは市にお願 
 いする，サポートをお願いするという前提 
 で考えたい。 
・財政的に実現不可能なものは難しいので， 
 実現可能なものを整理しながら考えたい。 
・「絵に描いた餅」にしないという前提で検 
 討を進めたい。 
・旭川をより良いまちにすることがベースで， 
 実現させることも大事 
・これまでの委員意見や議論を踏まえ，ライ 
 フステージ毎に整理すると下図のようにな 
 るので，参考にしてほしい。 
・３回にわたる分科会における意見を整理し， 
 右図のようにまとめたので，この付箋を基 
 本に，漏れている意見などがあれば，各自 
 付箋に記入してもらいたい。 
・次に付箋を貼り替えながら，計画の実行時 
 期（短期・中期・長期）を検討し，優先順 
 位を投票によって決めたい。 
・次に誰（市民・企業・学校・地域・PTA・ 
 市等）が主体になって実行すべきか検討す 
 る。 
・最後に第２分科会の意見をまとめるような 
 キャッチフレーズをつくりたい。 委員提言要旨② 

－未来を夢見る成長への手助け－ 
 ～ 生涯音楽学習活動推進のための活動について ～ 
 
○AMP旭川音楽振興会は全国で最初の音楽振興団体。望郷の鐘コンサー 
 ト，旭川市新人音楽会，ＰＭＦコンサート等の各種事業を実施している。 
○最近は役員の高齢化や会員の減少などの課題がある。発表の場も少ない。 
○高齢者は興味を持ってくれるが，若い世代にはあまり興味を持ってもら   
 えない。 
○旭川は音楽活動は盛んだが，市からの支援は団体が積極的に努力しなけ 
 れば得られない。市の支援は薄い。 
○市には音楽文化を一般に溶け込ませるような取組をお願いしたい。 
○カリヨンが故障しており，人通りが少ない場所に設置されているので， 
 移転が必要 

※右図は分科会終了後に意見を踏まえて再整理したものです。 
※図が見にくい場合は，総合計画課のホームページに資料があります 
 ので，御覧ください。 

旭川 総合計画 検 索 



①【若者支援】＜若い世代への支援＞ 
・「若者支援」は全体的なテーマである。 
・一番切実な問題。まちを長生きさせていくためには欠かすことのできない視点となる。若者がいなくなってしまえば， 
 まちはなくなってしまうため重要な視点である。 
・「若者支援」に関して，「誰が」の部分は，市民，企業，学校，PTA，地域，市など，全てが一丸となりサポートに 
 取り組む必要がある。 
・「民間企業」や「学校」が支援を行うだけではなく，旭川市というまちとし 
 て「若者支援」に取り組むという姿勢を示し続けることが活力につながって 
 いくと思う。 
・こういう大きな視点をもって長期的な政策や事業といった具体的な案にまで 
 発展させていけるようにしたい。 
・教育，スポーツ，文化を取り扱う第2分科会では，若者を大切にするという 
 方針で考えていく。だからといって他の世代の方々をないがしろにするとい 
 うことではない。「若者を大切にする」ということを中心に据えて，その後 
 どのようにつなげていくかが大切になるのではないかと思う。 
 

【今後の予定】 
 約半年にわたる検討結果を市民の皆さんにお知らせする「市民発表会」を１１月１１日（火） １８時３０分から市民文化会館 
小ホールで開催します。多くの皆さんの御参加をお待ちしております！ 

まとめに向けて 

・提言の優先順位について，シールを１人３つ持ち，優先度の高いものにつ    
 いて投票を行った結果，票が多く集まったものついて検討を行いました。 
 
  ５票・・・【若者支援】＜若い世代への支援＞ →短期  
  ４票・・・【学校教育】＜郷土愛の育成＞   →中期   
  ４票・・・【幼児教育】＜リタイヤ（シニア）世代からのサポート 
                        →短期 

②【学校教育】＜郷土愛の育成＞ 
・「まちを愛そう」という話があったが，そこに集約されるものだと思う。 
・「郷土愛」については全体に繋がるように思う。自分の周りの環境的な面，文学館や図書館などの施設も含め，自分 
 のまちにはこんな施設があるという認識は，まちを誇りに思う要素の一つではないか。 
・最前線に立つのは「学校」だとは思うが，今までも話題の中心になってきた「連携」がないと難しい。「学校」も 
 「郷土愛の育成」を行う際に，どこを利用すればいいのかが分からないというのが現状で，一生懸命情報を発信して 
 いるが，うまく連携できていない。音頭取りをしてくれるような役割を「市」で行う必要があると思う。 
・また，「地域」や「家庭」の役割が重要。 
・親がこのまちに住みたくないと言ってしまっては，子どもも嫌だと思ってしまう。親がまちに対して愛着を持ってい 
 ることが，まず「郷土愛の育成」には大切な要素である。 
・旭川にはたくさんの良いものがあるのに，地元の人は気付いていないので，外からきた人たちの視点も重要 

③【幼児教育】＜リタイヤ（シニア）世代からのサポート＞ 

・幼児教育だけではなく，世代を越えたシニア世代の活用が重要である。 
・例えば，学校でも勉強が苦手な子どもに対して，シニア世代の方々に教えていただく仕組みができると良いと思う。 
・他の自治体では「お手伝い」のようなことをするとポイントが貰えて，そのポイントに応じて自分の希望を叶えても 
 らうというシステムがあるので，そうしたシステムを「市」で作れば，人材の活用ができるのではないか。 
・社会福祉協議会の「ファミリーサポートセンター」では，仕事が忙しい人とサポートできる人がそれぞれ登録して， 
 １時間いくらという形で，仕事をしている人の子どもを代わりに病院に連れて行くという支援を行っている。 
・こうしたことについて知らない人が多い。 
・自分で必要に迫られなければ，知ろうとしないものだが，いざその必要が出てきても，調べ方が分からないというこ 
 とも起こる。情報発信のシステムの問題になると思う。 

 最後に，キャッチフレーズについてのアイデアを出し合いましたが，終了時間を過ぎてしまったため，後日，各自ア
イデアを事務局まで提出し，座長を中心に選考を行い，提言書案とともに委員に配付することとしました。 
 現在，座長を中心に提言書を作成しています。 

【分科会を終えて】 
 第２分科会では，「教育・文化」を担当しましたが，話題は大きく広がり，若者が住みたいと思うま
ちを実現するためには，「人づくり」と「まちの魅力づくり」が重要であるということになりました。 
 提言書はこうした視点を重視したものとなる予定です。 


